
被害想定作成例(基本)
	被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）
	番号
	被害想定
（被害の具体的事象）
	防火防災安全上の目標設定

	１．建物等の基本被害
・新耐震設計基準に適合の場合、建築構造の大きな被害は考慮しなくてよいものとする。
・耐震改修促進法の適用がある場合、その結果に基づき構造体の被害を想定する。
	1
	建物構造の被害を一部確認。柱：１階ピロティの柱にひびが入り小被害あり。床：現状使用を継続する上での問題なし。
	在館か建物外への避難の判断を○○分以内に下す。

	
	2
	外壁・窓ガラス・看板の一部が落下し、建物周囲にガラスが散乱する。

	散乱物による負傷者を出さない。

	
	3
	１階ロビー天井が落下する。照明器具も落下し破損。ガラス片が飛散し危険な状態となっている。
	散乱物による負傷者を出さない。

	２．建築設備等被害
・「建築設備耐震設計・施工指針」等に適合しない部位の損壊や機能停止を想定する。
・官庁施設の総合耐震計画基準」等に基づき機能維持が図られる場合を除き、何らかの機能停止が生ずることを想定する。
	4
	エレベーター最寄階到着後に停止。使用不可。閉じ込め事故が２件計４名発生した。
	閉じ込め者を全員救出する。

	
	5
	１・２階間のエスカレーターが停止する。この時間の利用者はいなかったため負傷者無し。
	転倒による負傷者を出さない。

	
	6
	空調・換気設備の配管が折損する。停電も重なり使用不能になる。


	冬場のためエアコンの復旧を出来るだけ早く行う。ストーブの準備をする。

	
	7
	ボイラー燃料が移動し、停止する。一部重油燃料の漏洩はあったが、着火源はなく火災には至らなかった。
	二次災害（火災）の発生防止。

	３．避難施設等被害
	8
	従業員が階段室や非常口に殺到し、避難が円滑に進まない。
	将棋倒しによる負傷者を出さない。

	
	
	
	

	
	　
	
	

	４．消防用設備等
	９
	スプリンクラーヘッドの損傷により不時散水する。
	漏水被害を拡大させない。

	
	
	
	

	
	
	
	

	５．収容物等被害
	10
	書棚が転倒し室内が散乱する。
	転倒・落下物による負傷者を出さない。

	
	
	
	

	
	
	
	

	６．ライフライン等被害
	11
	交通網が寸断され、大量の帰宅困難者が発生。
	飲料水・食料の確保、性格環境を維持する。

	
	
	
	

	
	
	
	

	７．火災等の発生
	12
	駐車場の床に漏えいした少量のガソリンに着火した。
	延焼拡大させない。

	
	
	
	

	
	
	
	

	８．人的被害
	13
	あわてて屋外に出た従業員が落下物で負傷した。
	負傷者の応急手当てを行う。

	
	
	
	

	
	
	
	


被害想定に基づく予防的対策事項と応急的対策事項（基本例）
	被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）
	番号
	対応行動の具体化

	
	
	応急的対策事項
	予防的事項

	１．建物等の基本被害
・新耐震設計基準に適合の場合、建築構造の大きな被害は考慮しなくてよいものとする。
・耐震改修促進法の適用がある場合、その結果に基づき構造体の被害を想定する。
	1
	応急判定士や建築技術者により、建物の損傷箇所を目視・確認する。
	耐震診断、耐震補強工事を行う。

	
	2
	従業員や外部者を建物周囲へ近づけない。
	立入り禁止措置範囲の事前把握。庇の設置検討。

	
	3
	従業員を近づけない。破損ガラスの片付け清掃。
	天井・器具・機器の固定、振止め取付。

	２．建築設備等被害
・「建築設備耐震設計・施工指針」等に適合しない部位の損壊や機能停止を想定する。
・官庁施設の総合耐震計画基準」等に基づき機能維持が図られる場合を除き、何らかの機能停止が生ずることを想定する。
	4
	非常用インターホンにより負傷有無の確認と状況説明を行う。消防隊・エレベータ会社への連絡。
	エレベータ会社と復旧・救出フローの確認。（誰がどのように行うか）

	
	5
	使用禁止の処置を行う。「停止」表示を行う。
	エスカレーター会社と非常時の運用ルールを事前に確認。

	
	6
	配管工の手配と修理を行う。
	設計・施工業者に配管の耐震性を確認。

	
	7
	燃料の回収作業を行う。
	可燃物や不要物を納置しない。防火区画の機能確認。

	３．避難施設等被害
	8
	パニック防止の非常放送を行う。
	パニック防止放送の内容確認、放送の信頼性確保の検討。

	
	
	
	

	
	
	
	

	４．消防用設備等
	9
	火災が発生していないことを確認し、制御弁を閉止する。
	制御弁室の場所及び一系統の防護範囲を確認しておく。

	
	
	
	

	
	
	
	

	５．収容物等被害
	10
	書棚の下敷きになった人がいないかを確認する。
	書棚の固定をしっかりとしておく。

	
	
	
	

	
	
	
	

	６．ライフライン等被害
	11
	帰宅難民が寝泊まりできるようホールを開放。仮設トイレの設置、非常食・飲料水の配給。
	帰宅支援マップの配布。運動靴の常備。

	
	
	
	

	
	
	
	

	７．火災等の発生
	12
	初期消火を行い、鎮火させる。
	駐車場の定期清掃。泡消火設備の良好なメンテナンス。

	
	
	
	

	
	
	
	

	８．人的被害
	13
	接地階（一階）に救護所を設置し、応急手当てを行う。
	医療に関する技能を持つ人材・医療用具を確保しておく。緊急時の医療機関を確保していく。
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